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あなたとまちのコミュ二ケーション情報紙

広
報

宮0765-83-1100朝日町位揚 ・ 〒939-07富山県下新川郡朝日町道下 1133

書道で交流
第8回全国 f朝日j町村友好競書大会が8月19日、文化体湾セ
ンター「サンリーナJで開かれました。
全国には「朝日Jと名の付く町村は9つありますが、大会には富
山県朝日町、山形県、新潟県、岐阜県の朝日村の4町村から290
人の小中学生が参加。醤道を通して、朝日つ子の交流を深めました。

全国の朝日つ子

［当町の小中学生の結果］

1窓替の部 ・新潟県朝 日村長貧河村聖子（朝日中3年）
・新潟県朝日村教育長賞 舟川泰加 （朝日中1年）
守新 潟県曾林会主主中嶋恵、塁｛南保小6年）
・岐阜県朝日村長賞皆島良太 （朝日中2年）
・新潟県朝日村教奇長貧 南茂良賞（五箇庄小3年）
・岐阜県羽田村教育長賞 浸川綾子（朝日中3年）

注｝ Ii著書の部r~、会場に小中学生が一室に集まり作品をj青書、綴宮の部は、作品のみの参加出品です。

競替の部

－、4句同・圃
R
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、
特
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⑤広報あさひは資源保護のため再生紙を使用しています
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朝
日

吋
農
村
地

域
総
合
交
流
促
進
施
さ~.n..
ロフら

＝＝司

し、

な
な

ろ

不動堂遺跡をライトアップ

「なないろ KAN  Jの光成に合わせ、 Fl

没後、イ之助並法制：をライ トアップしていま

す。

不動常辿跡は純文時代＇－＇ ＇期の盟主穴住居

跡。日本最大級のものとして、間不1149ij二

に国指定史跡となっています。

レストラン fあじわい館Jからは、ライ

トアップされた不動掌泣跡が正面から眺め

ることができ、幻想、的なlit界が広がってい

ます。

、ム＆．広三ぃー

K 
A 
N 
』＝コ

オ

フ
ン

ー
新
た
な
町
の
名
所

「
な
な
い
ろ
の
体
験
と
感
動
を

平
成
七
年
度
か
ら
建
設
が
進
め
ら
れ
て
き
た
朝
日

町
農
村
地
域
総
合
交
流
促
進
施
設
「
な
な
い
ろ

K
A

N
」
が
完
成
し
、
七
月
三
十
日
に
竣
工
式
、
七
月

三
十

一
日
か
ら
営
業
を
し
て
い
ま
す
。

「な
な
い
ろ

K
A
N」
は
陶
芸
体
験
や
ガ
ラ
ス
工

房
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
あ
る
複
合
施
設。

オ
ー
プ
ン

以
来
、
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

今
月
号
で
は
、

「な
な
い
ろ

K
A
N
」
の
施
設
の

概
要
や
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
の
声
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

す
。
午
前
卜
時
ま
で
行
わ
れ
て
い
る

の
で
、
ゆ
っ
く
り
と
口
い
物
が
で
き

ま
す
。

司
ヨ
芸
上
院
の
あ
る
「
て
づ
く
り

郎
防
ト
町
」
で
は

一
川
川
も
あ
れ
ば
、

花
ぴ
ん
や
小
肌
な
ど
の
作
品
作
り
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、

ガ
ラ
ス
－L
M
も
は
山
下
山
山
。
こ
ん
な

間
近
で
作
品
作
り
を
見
れ
る
施
設
は

ん
よ
凶
で
も
珍
し
い
こ
と
。
米
作
門
川

か
ら
は
尖
際
に
子
作
り
体
験
も
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

／

ス
ト
ラ
ン
「
あ
じ
わ
い
飢
」

Y
L
は
ガ
ー
デ
ン
テ
ー
ブ
ル
、
和

主
を
合
め
客
席
は
約．
0
八
十
。
午
前

ト
一
時
か
ら
午
仲
間
九
時
ま
で
の
れ
業

で
、
中
輩
料
理
を
中
心
に
ラ
ン
チ
や

デ
ィ
ナ
ー
を
楽
し
め
ま
す
。
昼
は
緑

い
っ
ぱ
い
の
之
生
広
場
、

山
問
、
制

U
阜
の
雄
大
な
白
然
、
夜
に
は
近
く

＠ 

の
不
動
川
県
＝遺
跡
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
、
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
以
内
。
川
の

諮
る
美
し
い
虫
色
を
見
な
が
ら
食
事

が
で
き
ま
す
。

・
－
・

の
ほ
か
、
行
附
打
A
U
せ
や
附

、〆

修
な
ど
に
利
用
で
き
る
「
ま

な
ぴ
館
」
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
ホ

l
ル
に
は
ヒ
ス
イ
の

原
行
が
展
示
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
地

澗
ケ
ー
キ
や
川
の
農
村
久
帆
グ
ル
ー

プ
が
開
発
し
た
特
雌
品
版
元
コ
ー
ナ

ー
も
あ
り
ま
す
。

N
7
秋
に
は
、
判
日
川
山
身
の
絵

メ
一

本
作
家
、
川
口
文
秀
さ
ん
の

給
本
川
印
刷
を
観
賞
で
き
る

「み
ご
た

え
航
」
を
は
じ
め
、

l
H
き
・民
き
川
町
代

と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
、
懐
か

し
い
ラ
ジ
オ

・
お
百
機
な
ど
を
民
一
ホ

す
る
「
ふ
れ
あ
い
館
」
、
大
一ー
な
ど

の
職
人
が
使
っ
た
道
同
パ
を
紹
介
す
る

「
た
く
み
館
」
が
オ
ー
プ
ン
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

じ
ヨ

さ
ん
も
ぜ
ひ
、
「
な
な
い
ろ

上
E

K
A
N
」
に
行
き
、
な
な
い

ろ
の
体
験
と
感
動
を
味
わ
っ
て
く
だ

え」い
。

な
な
い
ろ
K
A
N
の
営
業
時
間

午
前
9
時
1
午
後
9
時

火
曜
日
は
休
館

問
い
合
わ
せ

な
な
い
ろ
K
A
N

官
邸
’3
7
0
0

.A.f'.tlitllrf長、河村町議会議長らによるテープカッ ト

「
為
、

な
い
ろ
K
A
N」
は
、
ヂ

一
ふ
ん
M

勤
監
追
跡
の
凶
側
に
、
ボ

業
費
五
億
九
千
九
百
五
十
万
円
を
か

け
て
完
成
し
ま
し
た
。
敷
地
面
積
は

一
方
五
百
七
十
四
平
方
討
で
、
木
造

平
原
建
て
の
建
物
の
床
南
積
は
、
千

六
“
自
七
十
円
平
方
討
。
木
の
ぬ
く
も

り
が
い
っ
ぱ
い
で
、
出
か
み
の
あ
る

建
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

寸
為
、

な
い
ろ
K
A
N
」
は
、
陶

一
ふ
ん
Y
4
・
ガ
ラ
ス
工
房
や
レ
ス

ト
ラ
ン
な
ど
七
つ
の
館
が
つ
な
が
っ

た
複
合
施
設
。
様
々
な
こ
と
が
体
験

で
き
ま
す
。

・
・

れ
た
て
の
野
菜
や
農
産
加
工

1
〈

品
を
販
売
す
る

「も
ぎ
た
て

館
」
は
、
じ
け
か
ら
十
月
ま
で
の
毎

週
U
附
凶
に
刺
市
を
開
催
。
新
鮮

・

次
い
と
あ
っ
て
附
店
の
午
前
八
時
に

は
大
勢
の
人
で
に
ぢ
わ

っ
て

い
ま企綾 l：パでは／〈家n:n駒太鼓会の？？さんによるリHI：な太鼓がi災~

されましたp

出
会
い
と
感
動
を
テ
！
マ
に

「な
な
い
ろ
K
A
N」
の
竣
正
式

が
七
丹
一一一
十
円
に
行
わ
れ
、
約
百
人

の
関
係
者
が
山
山
し
、
光
成
を
祝
い

ま
し
た
。

魚
津
川
一
長
は
「
見
る
、
作
る
、
味

わ
う
を
以
上
中
と
し
て
、
な
な
い
ろ
の

体
験
と
感
動
を
満
映
し
て
ほ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
「
な
な
い
ろ
K
A
N」

の
代
川
辺
川
に
あ
た
る
、
あ
さ
ひ
ふ

る
さ
と
創
造
社
の
朝
野
社
長
も
「
出

会
い
と
感
動
を
テ
！
マ
に
、
叶
一
界
の

・，な
な
い
ろ
K
A
N」
に
し
て
い
き

た
い
」
と
力
強
く
抱
負
を
述
べ
ま
し

た
。



感動との体験ろ、なな
。、ぇ、だてつ昧わを

ガラス工肘の
ifl!i)I:除’I:さん（£）と軸tl内f古代さん（.(-j)

ガ
ラ
ス
仁
川
を
こ
ん
な
に
間
近
に

は
れ
る
施
設
は
、
非
常
に
珍
し
い
こ

と
で
す
。
お
容
さ
ん
の
以
応
が
す
ぐ

に
あ
る
の
で
、
楽
し
く
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。
叫
紅
は
、
コ
ッ
プ
や
茶
わ

ん
な
ど
を
作
る
様
子
を
見
学
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
米
年
内
円
か
ら

は
実
際
に
千
づ
く
り
体
験
を
し
て
も

ら
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

1：~a ~J~hJの
ノ＇l<i::iJ/11＇・美さん

一
時
間
も
あ
れ
ば
小
川
や
化
び

ん
、
コ
ッ
プ
な
ど
、
附
舛
に
．
つ
し

か
な
い
れ
分
の
作
品
が
で
き
ま
す
。

乾
燥
、
釜
人
れ
、
色
付
け
の
工
叫
が

あ
る
の
で
、
完
成
ま
で
に
は

一
か
月

か
か
り
ま
す
。
手
づ
く
り
の
良
さ
と

楽
し
さ
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

。
4
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ

l
ル
に
は
ヒ
ス
イ
の
以
石
が
展
示
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
陶
燃
や
ガ
ラ
ス
作
品
が
似
必
さ
れ
て
い
ま
す
。

‘A週
Ea－
－

...木のぬくもりと眺めが以前iのレストラン Iあじわい館J。

4

司
ガ
ラ
ス
工

ω弘
山
下
と
陶
芸
の
手
作
り
体
験
が
で
き
る
「
て
づ
く
り
抽
出
』。

朝日町の山から海にかけての、

雄大な自然の流れをあらわして

います。また緑色はヒスイの色

を意識しました。

＠ 

料理長の谷口前さん

低
料
金
で
お
い
し
い
も
の
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
山
中
被
料
理
を
中
心
と
し
た

ラ
ン
チ
、
デ
ィ
ナ
ー
を
行
っ
て
い
ま

す
。
予
約
が
あ
れ
ば
、
予
算
に
応
じ

て
コ

l
ス
料
理
も
ご
川
底
し
ま
す
。

あ
じ
わ
い
館
か
ら
の
眺
め
は
最
高
で

す
。
多
く
の
方
に
、
自
然
の
パ
ノ
ラ

マ
の
山
中
で
食
べ
る
料
開
を
味
わ
っ
て

ほ
し
い
で
す
ね
。

なないろKAN朝市組合
組tH之のr；野良子さん

農
村
友
性
グ
ル
ー
プ
を
中
心
に
十

七
問
体
と
三
個
人
が
出
店
し
、
十
月

ま
で
の
毎
週
日
曜
日
、
も
ぎ
た
て
飢

で
朝
市
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
と
れ

た
て
の
新
鮮
な
野
菜
や
農
産
加
工
品

な
ど
を
販
売
。
午
前
八
時
の
開
店
に

は
、
大
勢
の
お
客
さ
ん
で
に
ぎ
わ
っ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
お
越

し
く
だ
さ
い
。

...なないろKANのスタヅフ ・キャストの皆さん

あ
さ
ひ
ふ
る
さ
と
創
造
社

朝
野
菜
社
長

じ
川
一．
十
一

一け
に
オ
ー
プ
ン
し
て

以
米
、
大
勢
の
刀
に
来
館
し
て
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ぎ
い
ま
す
。

「な
な
い
ろ
K
A
N」
は
、
出
会

い
と
感
動
を
テ
ー
マ
に
、
お
W
什
餓
向

’
討
が
川
か
を
体
験
し
て
も
ら
う
脳
ぷ

で
す
。
そ
れ
は
、
陶
誌
の
下
づ
く
り

体
験
や
川
近
で
比
れ
る
ガ
ラ
ス
仁
川

で
の
は
ア
、
明
日
、
’
川
町
の
山
々
を

眺
め
な
が
ら
の
民
引
、
祈
仰
な
野
菜

が
悦
ぶ
川
川
市
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら
お
作
市
り
ま

で
、
作
附
に
聞
係
な
く
楽
し
ん
で
い

た
だ
く
明
間
で
も
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
心
の
サ
ー
ビ
ス
を
モ

ッ
ト
ー
に
、
「
な
な
い
ろ

K
A
N
」

を
朝
日
町
の
名
所
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
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なおまee
南保レディース

自
分
の
意
見
を
県
政
に

抑
制
川

安

達

慶

男

さん

（
幼
・
旧
版
）

「こ
の
議
会
を
通
じ
、
多
く
の
人
か
ら

様
々
な
ぷ
を
聞
き
、
白
分
の
抗
野
を
広
げ

水
野
文
人
くん

辻
岩
崎
の
水
野
文
明
・
浩
子

さ
ん
夫
要
の
長
男

（
平
成
ア
年
7
月
ロ
日
生
）

水
下
真
奈
美
ちゃん

桜
町
の
水
下
和
彦
・
美
雪

さ
ん
失
仰
の
長
女

（一平成
7
年
7
月
旧
日
生）

スポーツ愛好会

。
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
も
っ

と
勉
強
し
な
け
れ
ば
と
実
感
し
て
い
ま
す
」

第
四
十

一
一
凶
県
市
年
議
会
が
七
月
二
十

県
識
が
掌
で
閉
会
し
ま
し
た
。
構

成
メ
ン
バ
ー
は
外
川
人
間
八
子
供
行
人
を
A
パ

む
一
a

十

一
人
。
女
述
さ
ん
は
以
年
少
の
議

抗
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

lオ県
青
年
議
会
は
、
将
来
を
担
う
行
年
が

議
会
前
動
を
体
験
し
て
地
方
’
N
治
へ
の
附

心
を
い
川
め
、
’
H
分
た
ち
の
必
け
ん
を
反
映
さ

せ
よ
う
と
附
和
二
十．

一年
か
ら
毎
年
同
い

て
い
ま
す
。
朝
日
川
か
ら
の
議
員
は
七
年

ぶ
り
の
こ
と
。
常
任
委
此
会
で
は
農
林
水

山川委
U
会
に
所
同
と
な
り
、

山
さ
れ
ま
し
た
。

委
此
民
に
選

友
達
さ
ん
は
羽
化
、

中
央
農
業
高
校
専

攻
科
の
二
年
生
で
、

専
門
は
水
稲
。
・訴は

十
時
業
内
山
出
家
で
、

総
菜
を
級
制
し
、
一向
仔
の
水
稲
と
パ
バ
の
小

定
述
さ
ん
が
中
心
的
作

「
将
米
は
、
パ
い
れ

作
に
な
っ
て
い
ま
す
。

イ
の
水
稲
で
、

大
規
模
な
農
業
を
し
て
み

た
い
」
と
話
す
若
き
民
業
後
継
特
で
す
。

「
興
味
の
あ
っ
た
山
林
中
小
路
委
員
会
と

な
り
ま
し
た
が
、
委

U
い
一
向
に
選
ば
れ
、
ド

惑
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
出
の
農
業
政

策
の
中
で
、
ど
う
い
っ
た
こ
と
が
行
わ
れ

て
い
る
の
か
を
調
べ
て
い
き
た
い
で
す
」。

本
会
議
の
十

一
u
ハ

一十
八
H
ま
で
、
’
H
分

た
ち
の
怠
け
ん
を
ま
と
め
る
こ
と
に
し
て
い

「委
員
の
皆
さ
ん
に
迷
惑
を
か
け

ま
す
。

な
い
よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
」

と
笑
う
安

述
委
此
民
で
す
。

お
℃
や

ま
（
ま
す

－
会
社
の
概
要
を
教
え
て
く
だ
さ
い

小
川
漏
泉
は
聞
協
か
ら
約
凶
行
作
。

子
宝
の
湯
と
し
て
知
ら
れ
、
特
に
館

天
ふ
ろ
は
お
省
械
に
人
気
で
す
ね
。

会
川
れ
は
附
利
八
作
に
刷
業
。
ホ
テ
ル

お
が
わ
が
本
店
、
民
的
中
間
が
主
的
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ホ
テ
ル
お
が
わ
は
宿
泊
害
、
展
盟

闘
は
－Z
会
科
が
小
心
で
、
年
間
の
米

特
数
は
六
つ
合
わ
せ
て
約
卜
万
人
。

そ
の
う
ち
市
泊
併
の
訓
行
は
七
割
で

関
西
や
中
京
の
方
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

－
こ
れ
か
ら
の
課
題
は
な
ん
で
す
か

以
上
中
的
な
こ
と
で
す
が
、
サ
ー
ビ

ス
を
良
く
し
、
お
客
椋
が
十
分
に
満

足
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
す
る
こ
と

で
す
。
ま
た
、
円
削
近
は
業
界
内
で
の

私たち、南保レディースのメンバーは、 20歳から60歳

代までと年齢を問わない、ほがらかグループです。 I 
平成4年に婦人会のスポーツ教室から独立し、 30名余り E

の会員で結成。「体力づくりと地域参加jをモットーに、 E

多くの大会に参加してきました。その中でも、富山県女性 四

スポーツ大会には、毎年出場しています。今年度、教育委

員会主催で生涯スポーツとしてのゲートボール教室が聞か

れ、 20名近くの仲間が増えました。 2000年国体では、朝

日町を会場にゲートボール競授が開催されると聞き、それ

に向けて、老若を問わず多くの仲間と地域参加をし、南保

の女性パワーでがんばりたいと思っています。

活動は週に2因。水曜日はソフトバレーボールとフレッ

シユテニス、土曜日はゲートポールの練習をしています。

勝敗より心のふれあいを大切に、楽しい会になればと願つ

体力作りと地織参加

＠ 

ヒ道下）恵子
一一朝IlffiT保健センタ一一一

(241:(,it. さん田藤

ています。

これからも皆さんの自由な参加をお待ちしています。ま

た、町の活性化を目指してがんばりたいと思っています。

今後とも応援の程、よろしくお願いします。
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h
品
昌
明

J
司
U
A円
‘

側
小

川

温

泉

従
業
員
数
・
・
・・・
・・
・
・
約
百
人

売
上
高
・
・・
・
・
・
約
十
四
億
円

（
い
ず
れ
も
天
望
閣
を
含
む
）

価凶
m蹴
争
が
激
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

低
価
怖
で
の
料
合
や
、
冬
場
の
術
的

佐
什
昨
似
が
州
州
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
州
内
に
は
、
内
然

に
存
一右
さ
れ
な
い
、
観
光
の
舷
と
な

る
よ
う
な
施
設
が
必
盟
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。

－
常
務
さ
ん
が
普
殴
か
ら
心
が
け
て

い
る
こ
と
は

サ
ー
ビ
ス
、

料
理
、
消
潔
感
の
基

お
将
棋
が
州
ら
れ
る

本
を
大
切
に
、

際
に

「も
う

一
…
出
米
た
い
」
と

わ

れ
る
よ
う
に
と
、

従
来

μ
に
折
叫
し

て
い
ま
す
。
多
く
の
方
に
小
川
祖
泉

の
良
さ
を
も
っ
と
P
R
し
て
い
き
た

今
後
も
、

い
と
山

っ
て
い
ま
す
。

毎
日
が
勉
強
の
連
続

大
内
r
を
卒
業
後
、
山
中
山
子
校
の
家
山
地

利
の
訓
川
な
ど
を
勤
め
、
こ
の
八
川

か
ら
似
健
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
し
て
い

ま
す
。
的引
い
仕
は
川
本
地
質
上
と
し
て
成
人

病
予
防
や
離
乳
食
の
指
導
を
相
当
。

職
場
の
訴
凶
気
に
は
慣
れ
て
き
た
も

の
の
、
毎
川
が
勉
強
の
連
続
。
大
変

で
す
が
、
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

魁
川
叩
は
ぷ
μ

円
。
附
mm小
説
か
ら
エ

ッ
セ
イ
、
必
愛
物
・
ま
で
脳
出
く
ぷ
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
体
を
動
か
す
こ

と
も
灯
き
な
の
で
、
川
十
朝
か
ら
虐
っ

た
り
、
今
年
は
学
生
時
代
に
行
っ
て

い
た
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を
再
び
始
め
よ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
は
仕
事
を
党
え
る
の
が
第
一

。

紡
射
の
こ
と
は
ま
だ
以
与
え
て
い
ま
せ

ん
が
、

．
一卜
八
成
ぐ
ら
い
に
し
た
い

で
す
ね
。
則
仙
の
タ
イ
プ
は
ぷ
が
お

も
し
ろ
く
、
や
さ
し
い
人
で
す
。

、r
 

広
報
係
で
は

「
ふ
れ
愛

一

之
う
さ
点
」
の
各
コ
ー
ナ
ー
一

に
出
て
い
た
だ
け
る
人
や
グ

一

ル
ー
プ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
一

「出
て
み
た
い
」「
出
し
て

一

あ
げ
た
い
」
人
が
お
ら
れ
れ

一

ば
、
広
報
係

（
宮
役
場
内
線

－

2
1
2）
へ
ご

一
報
を
。

一



※今jlは多数の投仰があったため、イラストは広報クイズLl:Ji持者からl1l1.ittしました。

また、広報クイズは都合によりお休みさせていただきます。次jjの締切りは9JJ 12「｜です。
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... {Jiii小汽（20l

町長のひとりごと
第2巨｜全国税円交涜会in福井に参1JIJ
しました。北梅道、 111形、新潟、富山、

長！降、岐阜、三重、楠井の5fllJ4村の
首脳が一主に会し、共通の同様である

21 世紀に向けて、町村勢の発展と住民

の生活文化向上を互いに努めることを

共同宣言（別紙参照）。勉強、研究する

ことの多さを痛感して釆ました。“町

民のために何をすべきか”“町民は仰

をしてもらいたいのか”“町職員は何

をすべきか”…自問自苦の交流会でも

ありました。

また、全国の“あさひ”大集合’97fこ
も参加。あさひ（旭 ・朝日）の名をふる

さとや社名、活動の礎としている者が

集まりました。同じ名を持つもの同志、

交涜を深めるとともに、ネッ トワーク

を広げようと “21世紀の夜明けはあさ

ひから P をテーマに意見交換。共同賀

市ー（日lj紙参照）をし、来年に向けて

Iあさひ述邦相互協力協定（仮称）Jの検

討をlif~認しました。
t、ずれにしても、当IUTでは一昨年か

ら職員自ら班編成をし、国内研修を企

画、実行しております。明日の朝日｜町

のためにー尽の活眼を期待したいと願

っています。

それにしても大きな難聞が1L1航して

おります。当l『［にとっては問題意識を
持って、ご助言 ・ご指導、そしてまち

づくりに総参加が必要であると感じて

おります。

。

の
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（電
気
と
カ
ミ
ナ
リ
〕

s
i
「先
生
、

｛~ 
/:J: 

（

3
蔵
川
）

カ
ミ
ナ
リ
っ
て

U
以

と
カ
ミ
ナ
リ
が
ケ
ン
カ
し
と
る

が
や
っ
そ
」

「
屯
以
と
カ
ミ
ナ
リ
が
ケ
ン
カ

し
て
る
の
？
｝

s
i
「
そ
う
や
よ
。
お
父
さ
ん
（パ
つ

｛栄
町。

と
っ
た
も
ん
。
ピ
カ
ツ
が
屯
気

で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
が
カ
ミ
ナ
リ
な
が

や
よ
｝

「
な
る
ほ
ど
。
そ
れ
で
屯
気
と

カ
ミ
ナ
リ
が
ケ
ン
カ
し
て
る

の
。
S
く
ん
の
お
父
さ
ん
、
も

の
知
り
や
ね
」

s
i
「
う
ん
。
何
で
も
知
っ
と
る
よ
」

｛
い
い
も
の
見
l
つ
け
た
｝

，｜仁i!ii!il 、 1JiJf~)f,~、祈iW,\. ；・；什l1M.k 
~！f 以、 JI攻島県、 =.•Ti: v.~、札iJI：リ，！O）仰lI 

111 r ’WI n村首脳がー’；；てに会し、平成9"1＇・

8)1611 711のj,1,jlI、 twn,1・:v111111rで

Cil21行l'i:CI喧｜’mu火派会をIJflllHしたう
全l吋の~OJ11 mr ・制｜！付カlJoiJY,のま必で車内

ばれたきづなをJ；~として 11：いに l:iJfをiful

めながら今後とも締絞して，l,f;し;'j"うこと
が；＇~芯された。

11｝び1"iJJIM:iii'¥却しく火泌するため、：fi3 
[nl 交流会のllllllli を約ボし、すそ11\J•：リ11 1111r . 

•:Ull I 村Jt.illiの nt•:1である21 11 ＇：＊~に向けて
lllf村勢の発民と、 fJ=L（の＇U,r;文化のJloJI＇.・
に1，：いに釣めることをこζに－，＂（，，す‘る 。

、i’I•見91F8JJ6 1 I 

.f~ 々、 fあさひ辿fi~J を悦，，止する dilllH・·JIメ及びまちづくり明、.lf（びに参）Jll

-(1'::$ （士 、 お 21•.!lサミットのため、ここ r~ヒ似j出＂』で公；＂！した。

J是々は、 il1jや11 1のjfilいはゐるにしても、それぞれ~~lかな「l然をもった

i'I治体であることを1llJ腿に、 r!'1然を；，r；かしたまわづくりJについてJ高，協
をirった。
近年、人々の：ti:識は「ものJから fこころjへと変化し、 fゆとりJや

fうるおL ゴ といった精神｜内な収か：？をボめるようになり、またj•,':j助化、
少 fft、・ii'lfti化、 凶l深化等のj隼11~ む州ま って、まちづくりに対しても多

的多係な必引がつ：まれ、人々のiiぷJf}/ll<をnるのは非常に餓しいH寺代に
なっている。

このような状似の小で、技々 Iあさひj!J!fl¥Jはそれぞれのもつれ然を

l!l~ぷ昧にこわすこと なく、 l"°I然をlil ）、1q~にi,r；かし、 mたな円売ll.：文化を！ii]
jむできるようなまちづくりに泌.iffiすることを縦必した内
また、このようなまちづくりを進める lーで、人々 の'Jl.i'刊を告IIり、 11.'f(¥;_

を読むがは非常に•n裂なζ とであり．ニの1hiヵ・らも「あさひi!l!)q~J 内で
のもせ初の失敗は大きな.~：Iほを持つこととなる。 したがって、今後は今以
上の州Id泌氏を凶っていくことをm.!lの，！.：！.減とした
さらに、 WPIサミットのl枠内11にむけ．よりiぷぶ中；なf近流の.hi：と して、 fdi
lllf村｜刷、「まちづくり獄J、flt~J の十字を必えた fあさひi副都相 If:llj,) J J/,J, 
J.i: ((Ji(有j¥)Jの検討を臨泌した
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畑
の
山
中
で
ウ
ロ
ウ
ロ
し
て
い
た
M
ち

ゃ
ん
。

M
J
「
光

作

に

い
い
も
の
は
つ
け
た

よ
」
と
取
り
忘
れ
た
故
色
く

共同宣言共同宣言“あさひ” 大集合’97全国の

栄しいプーJレ遊び（桜町i呆i"II ~r) 

な
っ
た
キ
ュ
ウ
リ
を
う
れ
し

そ
う
に
見
せ
ま
し
た
。

ー
；ん

「
バ
ナ
ナ
だ

パ
ナ
ナ
だ

と

大
は
し
ゃ
ぎ
。

色

・
形
が
そ
っ
く
り
で

ー
く
ん

に
は
バ
ナ
ナ
に
見
え
た
よ
う
で
す
。

（雲
は
パ
ズ
ル
〕
（

3
成
山

び
を
U
比

上
げ
な
が
ら

午
、
前
山
い
ね
1
」

の
山
い
の
州
だ
っ

」

k
i
「先

似
付
「
あ

T
〈ん｛
く
ま
！
」

保
母

「
く
ま
っ
」

K
：
ん
「
蛍
や
よ
。
今
日
の
主
は
パ
ズ

レ
1
1
／
二
、

ご
－
3
－

／句，

t
v
T
L
f
・1
』

{.!t~ 
母
『

． ． 
｝ 

ど
ん
な
所
が
パ
ズ

ル
に

μえ
る
の
で
し
ょ
う
か
の

rど
も
に
はt：~ ll(f参
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平
成

9
年
度
町
政
功
労
表
彰

朝
日
町
の
発
足
記
念
日
で
あ
る
8

月
1
日
、
役
場
4
階
大
ホ
l
ル
で
平

成
9
年
度
の
町
政
功
労
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
、

地
方
自
治
、
環
境
厚
生
、
産
業
経
済
、

教
育
文
化
に
そ
れ
ぞ
れ
功
労
の
あ
っ

た
叩
人
と
2
団
体
で
す
。
（
敬
称
略
）

秀
永
敬
三
（
辻
岩
崎
・

η
歳
）

禿
永
さ
ん
は
、
昭
和
均
年

4
月

か
ら
平
成

9
年
3
月
ま
で
の
お
年

間
に
わ
た
り
、

山
崎
生
一一
世
森
林
組
A
円

担
率
椛
ぴ
に
組
合
長
則
一引
を
歴
任
さ

れ、

地
域
林
撲
の
振
興
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

路
田
慎

一
（
一一一枚
橋
・
日
歳
）

藤
田
さ
ん
は
、
農
業
開
始
以
来

一

口
し
て
悶
誌
を
主
体
と
し
た
経
常
に

取
組
み
、
半
促
成
キ
ュ
ウ
リ
や
電
照

鈎
の
産
地
化
を
図
る
と
と
も
に
、
農

業
の
指
導
者
と
し
て
後
継
者
の
育
成

に
針
め
、
農
楽
振
興
に
尽
刈
さ
れ
て

い
ま
す
。

菊
地
信
夫
（
平
柳
二
区

・
九
歳
）

加
地
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
、
削
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
努
め
る
と
と
も
に
、

あ
さ
ひ
総
合
病
院
産
婦
人
科

医療の現場から

堀：

慎

一
医
長

llf!iれの表彰を受けられた併さん01'1li州ノバからE別11lllf ,,A；十字奉仕｜付、秀ぶ倣：さん， ！.~tWlll f 民、?uf

村議長、1JljJみるdtさん、下以止rn11{1さん、後列；，：カ・ら・：m1111r理科ボランティアの会、仰地｛ペメよさん、
j桜川智lーさん＿／Jill尚久－さん、1I1)j：久山さん（川 ｜．科 「さん、大官武さん、~1 1肝占的さんは欠J1j•;)

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
育
成
に
よ
り
青

少
年
の
健
全
育
成
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

川
上
容
子
（
東
草
野
・
乃
歳
）

川
上
さ
ん
は
、
町
和
付
年
4
月

か
ら
平
成

9
作

3
月
ま
で
の
お
作

間
に
わ
た
り
、
小
中
学
校
の
学
校
医

と
し
て
児
蛍

・
生
徒
の
検
診
及
び
健

陣
地
進
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

大
菅
武
（
西
下
町

・
位
歳
）

ト
〈
菅
さ
ん
は
、
昭
和
必
年

4
円

か
ら
平
成
ア
年

3
月
ま
で
の
お
年

間
に
わ
た
り
、

小
中
学
校
の
学
校
歯

科
医
と
し
て
山
誕
の
検
診
及
び
健
康

噌
進
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

加
醸
久
一
（
宮
崎

・
臼
歳
）

加
藤
さ
ん
は
、
昭
和
白
年

4
月

か
ら
ギ
成
9
年

3
月
ま
で
の
凶
作

聞
に
わ
た
り
、
山
崎
公
以
館
職
員
と

． 

⑪ 
西
島
友
行
（
栄
町

円
歳
）

三
町
町
長
杯
野
球
大
会
（%
1
Mm
サ

ン
リ
l
ナ
グ
ラ
ン
ド
ほ
か
）

2
位
境
ク
ラ
ブ

県
実
業
団
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

（ル
魚
津
桃
山
陪
上
競
技
場
）

ω
M
m
η
2杭
川
地
版
以
樹

県
中
学
校
選
手
権
大
会
（九
1
治
以

内
科
会
助
）

。
叫
し
し
競
技
マ
引

f
比ハ辿
m
M
6

似
氷
け
ん
俊
州

・
川氏
辿
側
M
5佐
川
州
北

村
也

・
共
通
4
×
m
Mリ
レ
1
4
似

朝
円
中
（
高
桜
、
鈴
木
、

出
比、

氷

見）

・
l
作
庄
一
附
跳

4
位
水
鳥
祥

平

・
共
通
広
幅
跳
l
位
鈴
木
忠
也

・

共
通
三
種
競
技

A
2位
南
茂
哲
也

・

学
校
対
抗
5
似
刺
日
巾
マ
女
子

・
共

通
治
脳
跳
4
似
川
上
ゆ
か
り

・
比ハ辿

・4
一
附
競
技
B
4仙
井
上
ゆ
か
り

。
，水道
マ
川山

f
m人
・
日
∞
同
級
l
似

市
山
山
俊
的
、

2
山川
十川
戊
山
火
ノ
バ

・
花
同

級
2
似
山

T
ト〈
地
マ
k
f
州
人

・
日

同
組
級
2
似
大
林
紘
f

第
一
閃
回
北
信
越
中
学
校
総
合
競
技
大

会
（X
一
段
町
以
）

。
宋
辺
マ
引
f
例
人

・
日
同
級

5

ん
判
的
出
俊
阿
川

・
市
同
級

3
U帆
山

F

L
ヘ
山
也
ノ－F
S

マ
’
天
下
側
人

・
日
同
超
級

5
位
大

林
紘
子

。
限
上
競
技

・
児
了
捌

M
3位
氷
見

マ
久
子
ダ
ブ
ル
ス
1
位
山
崎
掛
川
美

・

上
野
桁
芙
組
、

2
位
肘
波
相
代

・
泉

ト双
子
綿

第
川
回
朝
日
町
民
サ
ッ
カ
ー
大
会

（リル
ー
ル
サ
ン
リ
l
ナ
グ
ラ
ン
ド
）

］
位
大
家
庄

2
位
泊
二
区

3
位

山
崎

・
境

第
日
付
回
朝
日
町
民
野
掠
大
会
（労
サ

ン
リ
l
ナ
グ
ラ
ン
ド
）

l
位
ガ
箇
庄

2
位
泊
二
医

俊
輔

・
女
子
三
顧
競
技

B
ロ
位
井

上
ゆ
か
り

第
日
付
回
県
全
日
本
中
学
陸
上
競
技

通
信
大
会
（ν川
県
総
合
運
動
公
凶
）

－
k
f中
心
州
跳
1
似
什
灯
上
ゆ
か
り

第
幻
回
朝
日
町
ビ
ー
チ
ポ
ー
ル
大

会
兼
全
国
ピ
ー
チ
ホ
ー
ル
町
予
選
会

（九
1
凡
サ
ン
リ
l
ナ）

マ
引
f
l
部

－
A
ク
ラ
ス
l
似
パ
問

山、

2
山川’
川
氏
会

－
B
ク
ラ
ス
i
似

山
崎
8
8
C、
2
似ト〈
・不
正
ピ

l
チ

ボ
ー
ル
愛
好
会

・
C
ク
ラ
ス
l
杭
迫

下
ス
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
、

2
位
ス
ー
パ

ー
コ
ン
ビ

・
D
ク
ラ
ス
1
位
い
い
ち

こ、

2
位
か
っ
さ
か

マ
女
子
1
部

・
A
ク
ラ
ス
l
杭
V
E

N
U
S
、
2
似
チ
ェ
リ
ー
ズ

・
8
ク

ラ
ス

l
似
X
、
2
山
川
大
山
本
州
レ
タ
ス

ク
ラ
ブ

・
C
ク
ラ
ス

l
仰
山
中
小
川
、

2
似
ト
ン
ボ

・
D
ク
ラ
ス
l
位
ト
ン

ボ、

2
似
ト
八
家
什
ス
マ
イ
ル

県
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会
（J
ん
川町山

日
刈
附
武
辺
飢
）

マ
少
年
山
f
何
回
級
l
似
市
山
成
見
試

マ
成
年
川山乙
J

引
同
級
l
杭
友
達
ド
レ
打
倒

第
7
回
朝
日
ロ
ー
ン
テ
ニ
ス
オ
1
7ン

大
会
（J
ん
サ
ン
リ
l
ナ
テ
ニ
ス
コ
ー
ト）

マ
男
子
ダ
ブ
ル
ス
1
位
青
井
前
十
人

・

黒
坂
wm彦
組
、

2
似
川
ト
し
勝
之

・
問

中
仲
彦
組

大・一本州

・
山
附

第
持
田
朝
日
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
（%
小
丸
山
グ
ラ
ン
ド
）

l
位
川
二
以

2
校
五
箇
爪

3
伶

ト八
家
庄

・
泊

－
区

朝
日
町
民
ゲ

l
ト
ポ
ー
ル
大
会

（%
海
浜
公
国
）

－
伎
マ
リ
ン
ブ
ル

l
（境）

2
位
肝

友
会

B
（山
附）

3
位
好
友
会
A

（
山
崎
）

I>第14回全国ピーチボール鏡抜大会
13日幽 14日日8:30～サンリーナほか

西
山
さ
ん
は
、
区
長
会
長
、
泊
＝司

区
区
長
並
び
に
栄
町
町
内
会
長
を
雌

任
。
通
算
同
年
間
に
わ
た
り
、

地

域
の
振
興
と
町
政
の
発
展
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

下
振
雄
昭
（
町
南
保

－

n歳
）

ド
似
さ
ん
は
、
附
利
臼
作
6

ハ

か
ら

Y
成

9
作

2
川
ま
で
の
同
年

余
に
わ
た
り
人
権
陥
活
安
日
と
し
て

人
椛
相
談
、
人
権
擁
護
思
想
の
山
内
及

川
山
口
議
活
動
な
ど
地
域
に
お
け
る
人
権

活
動
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

朝
日
理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

制
日
開
山
什
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

は
、
附
和
初
年
か
ら
一
例
枇
施
設
へ

定
期
的
に
削
内
科
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
と

と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
動
の
允

%
を
附
る
な
ど
、
地
域
制
批
に
川
一
蹴

さ
れ
て
い
ま
す
。

朝

日

町

赤

十

字

奉

仕

団

例
川
町
必
十
ん
子
供
仕
川
は
、
特
別

機
波
話
人
ホ

l
ム
作
機
先
で
の
人
前

介
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

一
人
再
ら
し

老
人
へ
の
友
愛
訪
問
、
ラ
ン
チ
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
い
、

地
域
福
祉
に
貫
献
さ
れ
て
い

ま
す
。

し
て
職
務
に
奨
励
し
、

地
域
社
会
の

振
興
と
生
渡
教
内
の
推
進
に
以
力
さ

れ
ま
し
た
。

白
井
久
也
（
舟
川
新
・
臼
歳
）

向
井
さ
ん
は
、
附
和
印
年

4
H

か
ら
平
成

9
年

3
Hま
で
の
幻
年

間
に
わ
た
り
、
大
家
庄
公
民
釦
職
員

と
し
て
職
務
に
奨
励
し
、
地
域
社
会

の
蝦
興
と
生
搾
教
向
の
推
進
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

中

野

義

博

（

坊

特
歳
）

3
位

b全国ビーチボール審判講習会
3日制 4日附 19:30～サンリーナ

b女子ゲートボール大会
7白日8:30～塁幹集落センター

9月のスポーツ

b郡クラブ対抗野球大会予備日
7日日9:00～小丸山グランド

b両越軟式野球大会
28日（日9:00～～サンリーナグランド

〉新川地区中学バスケットポール大会
26日働 27日泊9:00～サンリーナ

I>三町協会長杯バレーボール大会
28日目9:00～サンリーナ

小
野
さ
ん
は
、
附
利
切
年
4
月

か
ら
平
成

9
年

3
月
ま
で
の
幻
年

間
に
わ
た
り
、
山
崎
公
民
館
職
以
と

し
て
職
務
に
奨
励
し
、
地
域
社
会
の

振
興
と
生
渡
教
討
の
推
進
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
の

栄
え
あ
る
電
話
膨

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

更年期をもっと前向きに
閉経を中心にその前後約10

年間（45から55歳ごろまで）を
更年期といいます。この時期は、

女性ホルモンの急激な減少と心

図的ストレスによって、顔のほ

てり、発汗、肩こり、腰痛、頭

痛、イライラ、不眠、うつ状態

といった更年期障害や、おリも

の、尿もれといった不快な症状

が出現しやすくなります。

また、閉経以降も女性ホルモ

ンの慢性的減少が続くことで、

骨組しよう症や高指血症といっ

た状態になりやすい傾向があり

ます。骨組しよう症は腰痛や骨

折、高脂血症は動脈硬化や心筋

梗塞の原因となり、 予防が大切

です。

このような女性ホルモンの減

少による更年期障害に対して

は、女性ホルモンの補充療法が

非常に有効です。 さらに度膚粘

膜の若返り効果も期待できま

す。また、症状によっては、漢

方薬や自律神経調整剤との組み

合わせも必要となります。

ホルモン補充療法中は、子宮

ガンや乳ガン検診、血圧、貧血、

肝機能、脂質（コレステロール、

中性脂肪）、 骨趨歪のチェック

を定期的に行うため、異常の早

期発見が可能です。

当院に産婦人科が常設され、

来月で3年自になります。 女性
のトータルな健康管理の窓口と

して産婦人科をもっと積極的に

利用されてはいかがでしょう

か。

＠ 

iO 



ふくし
＠ 

朝日町社会福祉協説会は、

皆さんと共に地域の福祉

向上を目指す民間社会福祉

団体て・す。

場所 朝日町福祉センター内

く；！：〉

＠ 

n83-0576 

手
話
で
友
だ
ち
を
作
ろ
う

ー
手
話
体
験
講
座
を
開
催
｜

社
会
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

制
川
山
下
決
の
．
聞
と
し
て
ア
川

くらしの情報室

n83-11 oo 朝日町役場

募｜

『自
分
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
』

団
職
業
能
力
開
発
の

た
め
の
受
講
生

募
集
科
白

山
中
じ
計
約
利
・
e

－－－－－－－－－・・・・問符

イ
ン
テ
リ
ア
仰
仁
利
・
：
ぽ
M
U
H

山
川
船
ビ
ジ
ネ
ス
科
－e
・e
・：

m
u
h

（
3
利
と
も
引
火
．
小
川
）

願
曾
締
切
り

9
川
げ
リ
州

選
考
日

9
川
剖
川
山
川

入
所
白

川
ハ
ア
リ

ω

訓
練
期
間

6
か
川

申
込
み

・
一
般
応
必
釘
：
・
明
…

泌
脇
浜
能
h
H

間
鴨
川
セ
ン
タ
ー

－
M
川
保
険
受
給
行
・
・
公
共
臨

時
点
小
火
山

川

詳
し
い
こ
と
は
阿
側
発
セ
ン

タ
ー
（
岱
位
1
0
2
5
1）
ま
で
。

お
H
、
8
け
2
Hの
之
川
に
わ

た
ワ
子
市
川
体
験
川
時
を
開
山
m

町
の

F
ぷ
サ
ー
ク
ル
「
あ
い
の

会
』
が
折
川
刊
の
ち
と
、
参
加
行

は
洲
市
し
く
F
Jを
予
び
ま
し
た
i

初
川
は

F
r川
を
辿
し
て
心
の

火
泳
を
ぽ
め
る
た
め
・
け
己
制
介

ゃ
あ
い
さ
つ
に
必
裂
な
地
%
、

山
本
版
、
附
な
と
を
学
内

2
川

ありがと う
あたたかい志もω朝日町制銀行

0大家It とく Yiさんから
10.000l'J 

け
は
子
ぷ
で
コ
ー
ラ
ス
を
行
い

ま
し
た
。
手
話
を
迎
じ
て
、
ふ

れ
あ
い
を
阿
る
た
め
参
加
お

は
、
な
れ
な
い

F
似
り
で
交
流

を
深
め
ま
し
た
の

「あ
い
の
ん
ど
は
師
迎
l
．附

N
7附
泊
分
か
ら

M
Mセ
ン
タ

ー
で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す

F
川
に

つ
い
て
問
、
七
の
あ
る

わ
川
、
ま
た
、
初
め
て
の

μち
ん

ト
叫
ん
火
で
す
ー
お
U
A
川
に
ご
参
加

く
た
さ
い
〈

山中
し
込
み

・
川
い
介
わ
せ
は
明

日
町
社
会
川
祉
協
品
会
へ

寝
た
き
り
老
人
等
の
方
ヘ
紙
お
む
つ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

制
け
川
社
会
制
祉
協
唱
叫
ん
ぶ
で

は
、
長
い
附
病
気
の
た
め
に
作

宅
で
寝
た
き
り
と
な
っ
て
い
る

話
人
等
の
万
々
に
紙
お
む
つ
を

μ
の
お
見
持
い
と
し
て
附
り
ま

し
たζ
の
お
礼
鮮
は
町
で
一
一
川
的
行

が
明
、
ぇ
、
化
－
一
色
の
む
た
き
り
ζ

人

η
の
制
批
対
策
が
大
き
な
泌

組
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
%

胞
似
た
き
り
の
包
人
の
制
作
h

四
医
療
事
務
按
術
講
習

点
就
職
を
希
望
す
る
火
性
を

対
象
に
、
医
療
事
務
妓
術
講
刷
門

会
を
聞
き
ま
す

日
時

ω川
引
け
mw
か
ら
は
川

旧
日
仰
ま
で
の
九
k
m
μ

川
コ
1
ス

午
前
9
昨
か
ら
午
後
3
時

崎場所

mn
…
部
市
働
く
財
人
の
家

｛
川
部
出
．
－
川
市
2
8
9
0
1

定
員

m
u
n

内
容

医
出
町
市
ド
務
上
の
白
桁
山
川

仰
を
け
指
す
け
哨
附
加
鴨
川
の
山
中
川
向

川A
A料
燃
料
（
た
た
し
教
付

伐
は
れ
』
」
れ
い
｝

申
込
み
先

烈
制
州
市
就
業
州
議

コ
ー
ナ
ー
（
品U
M
－

－

6
8
4）

申
込
み
期
間

9
川
M
N闘
か

ら
旧
川
8
日
制
ま
で

催

団
救

急

フ

工

ア
ー

い
つ
で
わ
、
だ
れ
で
も
で
き

る
ぬ
命
救
急
処
山
の
品
門
会
を

川
昨
し
ま
す

川
村
急
山
中
な
ど
の
川
町
．が
も
行
い

ま
す
の
で
、
お
ス
射
に
ご
参
加

く
だ
ぷ
い

日
時

9
川
7
H
M午
前
川
時

か
ら
午
仲
間
i
叫
ま
で

山崎所

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

i
「
ア
ス
カ
」

＠ 

い
川
や
限
他
似
．
卜
な
肋
ぐ
の
を
は

じ
め
、
〈
川
泌
行
の
れ
U
H

仰い
M
H
減
を

同
る
た
め
「
寝
た
き
り
す
｝
人
紙

お
む
つ
ぶ
給
下
決
」
と
し
て
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
ー

今
年
は
お
秘
的
に
作
地

μ
の

判中
I
民
生
委
此
川
町
引
委
以
が
訂

ヤ
刊
の
お
告
を
品
川
し
ま
し
た

ま
た
、
こ
れ
に
什
わ
せ
て
、
町

い
れ
ん
必
仙
川
行
か
ら

μ川
の
肌
れ
が

m
u
h
の
ん
に
附
ら
れ
主
し
た

平成91草9問分

l3 経験
訴 ti;

~;;s以上

密通自動車免鈴

湾径のできる方
留置の理解てきる方

l>llll I鋪
人JiI免

2 

2 

報一情
－
人一求一ト
一
y
一
・司．
園、

一酒
場
号
一
－

4
M
一竪
需
．
4

お
知
ら
せ

団
有
料
道
路
に
お
け
る

障
害
者
割
引

身
体
ま
た
は
知
的
の
附
引
け
を

持
つ
人
が
れ
叫
泊
附
を
利
川
す

る
場
介
、
字
削
に
な
る
川
引
．
川

を
い
父
付
し
て
い
ま
す

φ山
花
開
川
行
本
人
が
泌
似
す

る
ゆ
九
川
｛Mm
J
級
は
川
い
ま
せ
ん
）

②
山
中
．
州
の
身
附
子
似
ま
た
は

第

一
舶
の
出

n
T帳
を
持
つ
人

本間3 

福祉のまちづくり運動
E入、障：存在などの’Lきかいの創

Ill と明るく住みよい地h~の担，設を長i

げ、それらの人々と ·tm~がとも

に’l:.ii5できる~Ud'I：ゃr~院を務える

ための陀民運動である

IBfや小地i戒において｜日｜係機関、同

Hi、民~品等との述似と mi；，の／＇.，Mlを

llJ J 雌にしながら、 (1:1~参加による析

しいki¥~ltのまちが形成されることを

｜｜桁し、社会総枇協。議会をij1心とし

て11rn日する地域n.i~Wi!fiJiである。

福雄豆辞典＠

生
活
福
祉
資
金

対
象
は
、
収
入
が
少
な
く
午

前
に
お
附
り
の
例
仰
や
身
体
的

刀
行
阿
川
、
介
庁
”
は
の
必
咲
な
邸

此
以
上
の
・
い
川
附
行
と
ル
仁
川
し
て

い
る

n
mな
ど

で

す

お

%
併

に
ご
削
刊
川
く
だ
さ
い

一

利

率

年

3
%
（
修
午
口
令

法
制
…
刊
，

r）

前
段
以
下
の
抑
制
政
l

uh 
所
川
川
制
限
あ
り

判中
1
民
生
委
い
U
川んほ

A
M
U
ま
た
は
社
会
M

M

肌
協
m叫んぶへ

保
恒
人

そ
の
他

申
込
み

（福祉機器を貸出しています）

・箪イス

・床ずれ肪止用

l~~~ －ムー卜

ご事IJ岡下さい。

不問

5 

4 ↓普通自邸霊免おあ
れほ尚司

1級交は2級土木
健工管浬筏士

f通勤用｝
普通自動車免許

不問

不問

を
采
せ
て
介
直
行
が
巡
似
す
る

刊
珂
h
h
t

a
p
b

，，
 
①
か
②
に
説
中
ー
す
る
人
で
訓
引

説
の
火
付
を
爺
叫
h

さ
れ
る
均
A
H

は
F
私
、
印
鉱
、
山
下
検
紙
、
仏
刈

J

J．｛八川
W
M
V
H
泌
似
の
均
九
け
は

．
小
波
）
を
持
参
の
し
し
、
役
時
他

山附
Mm枇
泌
へ
山
中
川
し
て
く
だ
さ

い
な
お
、
九
日
終
川
れ
助
収
不

必、中
1
し
な
い
山
中
州
が
あ
り
ま
す

の
で
‘
川
し
く
は
川
町
出
制
批
泌

（会
役
均
内
線
i
4
2
｝
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

［竺出ヤ］
＠在宅福祉活動

左
人
等
の
一
川
社
川
策
の
．
時

と
し
て
、
ひ
と
り
桟
ら
し
者
人

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス
、

ひ
と
り
作
ら
し
在
人
配
食
サ
ー

ビ
ス
、
紙
お
む
つ
い
え
給
明
菜
、

制
Mm機
山
の
口
川
し
な
ど
を
夫

施
。
判
中l
以
生
委
抗
川
ん
山
川
安
口

氏
仲
仁
川
改
汚
併
進
A
K
口
ら
地
域

の
伴
δ
ん
の
ご
協
刈
を
い
た
だ

き
な
が
ら
行
っ
て
い
ま
す＠

 

詞
w
穆

ea 
川
叶
己
ド
%
以
こ
ま
U
H吋

t
J
・4
一路

s
t
a
i
d－

r
・t
u

．，．4旬
’
A

K、
川
ノ
叩
A

－
な
ど
で
収
入
が
な
く
、
以
内
力
し

て
ち
似
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

で
き
な
い
人
の
た
め
に
、
保
険

料
の
免
除
制
山
が
あ
り
ま
す

し
か
し
、
将
州
市
、
以
品
川
以
舵

年
余
を
党
け
と
る
と
き
に
は
免

除
を
受
け
た
則
川
は
、
保
険
料

を
納
め
た
M

A
H

の
3
分
の
ー
と

し
て
北
り
さ
れ
ま
す

そ
こ
で
、
少
し
で
あ
揃
創
作

品
似
に
近
づ
け
る
た
め
に
、
免
除

を
受
け
た
則
聞
の
保
険
料
を
後

で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
を
迫
納
と
い
い
ま
す

出
納
則
川
は
免
除
を
完
け
た

川
か
ら
凶
作
以
内

応
納
す
る

均
九
け
の
保
険
料
は
、
免
除
を
交

け
た
中
I
川
の
似
険
刊
に
、
そ
の

後

ωい
れ
判
制
作
数
に
応
じ
て
．

－M

の
加
町
を
し
た
制
に
な
り
ま

す
ま
た
、
心
納
は
免
除
川
川

の
山
い
川
の
分
か
ら
刷
に
納
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
や

な
お
、
必
帥
州
市
午
に
よ
り
収
入

を
引
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
ら
、
叩
め
に
迫
納
し
ま
し
ょ
う
。
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F
U
ア
レ
ル
ギ
ー
・
ア
ト
ピ
l
性

疾
患
相
談
会

日
時
・
内
容
・

9
川
お

n

側

午

後

l

時

初

分

か

ら

2
川
品
分

「ア
レ
ル
ギ
ー

－

ア
ト
ピ

l
性
疾
忠
つ
て
な
あ

につ・」
・
山
川

2
川
山
川
午
後
l
附
持

分
か
ら

3
川
目
分
「
ア
レ
ル

ギ
ー

－
ア
ト
ピ
l
竹
一
以
忠
と
上

千
に
付
き
あ
う
た
め
に
は
つ

｝

場
所

川
部
似
随
所

講
師

あ
さ
ひ
総
行
糾
院
小
児

科
院
長
尾
上
洋
一
先
生

※
向
円
と
も
個
別
相
談
を
行
い

ま
す
。
（
要
予
約
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

黒
部

保
健
所
（
念
臼

i
1
2
2
4）

E
国
の
教
育
口

l
ン

向
校
、
ト
八
月
上
、
出
守
修
川
下
校
や

外
川
の
川
子
校
な
ど
へ
の
人
乍
・

ト党
γ
百
九
ふ
と
し
て
、
川
の
数
行

ロ
i
ン
の
制
一
肢
が
あ
り
ま
す
。

＠ 

融
資
額

学
生

・
生
徒
1
人
に

つ
き
1
5
0万
円
以
内

利
率

年
2
・
7
%
（
平
成
9

作

8
川

6
U現
仕
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

同
民

金
融
公
州
市
山
支
店
（
2
0
7

6
4
1
引
1
1
1
9
1）へ
。

E
9月
9
日
は
救
急
の
日

級九
l

叶
小
を
M

刊
川
す
る
と
き
は

次
の
こ
と
に
一
日
以
必
し
ま
し
ょ

、つ
。
・
l
1
9
飛
で
数
急
車
を
裂
前

し
、
ケ
ガ
人
や
急
病
人
の
別
介

の
容
係
、
性
別
、
年
齢
、
場
所

を
あ
わ
て
ず
、
は
っ
き
り
伝
え

て
く
だ
さ
い
。

・
救
急
車
の
ピ
l
ポ
l
サ
イ
レ

ン
が
聞
こ
え
た
ら
、
救
急
必
を

誘
一
付
し
て
く
だ
さ
い
。

・
緊
急
性
が
な
い
の
に
救
み
車

を
利
川
す
る
こ
と
は
、
本
中
l

に

必
泌
と
す
る
人
の
利
川
を
妨
げ

る
こ
と
に
な
る
の
で
作
必
し
ま

し
ょ
う
。

アゼリアホール
オーブン5周年記念
方の会 しんしゃく源氏物話

特別公演 ～京論花のを～

日時 11月141附め

開演午後7u:'i30分
場所 アゼリアホール

入場料 2,000円
しんしゃく iii~氏物必は、 iJ(,(1\：を彩

る ！xたちのι1 1 で鰍v： と いわれた」毛布~i

iEが源氏と契りを払＇iぴ、 rr~び，訪れる
ことを信じてひたすられjちつづける

純愛物訴です。

この機会に本桁fi'-J な汚iJ~Jをお来し

みください。

入湯券発売

アスカインフォメーシヨン（~82・2000)

第四日朝日田了柔術展

コミュニティホールIアゼリアj

,11、彬京lj.工芸、写真

JOJJ31 I I（幼～11月3円01)

経~111 11 、

下
水
道
を
整
備
す
る
に
は
、

終
ぶ
処
川
町
川柳
の
山
崎
ぷ
だ
け
で
は

ト

な
く
、
作
家
一
回
な
ど
か
ら
山
る

曜

日
刊
水
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
、

心一

下
水
管
な
ど
の
埋
設
工
必
が
必

J
t

必
と
な
っ
て
き
ま
す
。
今
川
は

岨

ト
水
辺
の
仁
引
ド
内
山
什
に
つ
い
て

お
話
し
ま
す
。

家
庭
な
ど
か
ら
出
る
汚
水
を

終
末
処
開
場
へ
迎
ぶ
た
め
に
、

．卜
水
行
を
迫
路
の
卜
へ
町
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

家
の
す
ぐ
そ
ば
に
埋
め
ら
れ

て
い
く
．
ト
木
掛
け
は
、
約
加
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
太
さ

で
す
が
、
終
末
処
時
期
に
近
く

な
る
ほ
ど
下
水
管
は
太
く
な
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
下
水
行
を

泊
路
の
下
に
制
の
川
の
よ
う
に

照
め
て
い
く
の
で
す
。

下
水
道
の
仁
が
は
、
道
路
の

‘卜に
即
日
め
て
い
く
た
め
、
九
州

通
行
や
場
所
に
よ
っ
て
は
辿
行

止
め
に
す
る
な
ど
交
通
規
制
が

か
か
り
ま
す
。
ま
た
、

一しい下
に

よ
る
振
動
や
騒
符
の
問
題
、
さ

ら
に
は
水
道
静
岡
や
電
話
ケ
ー
ブ

ル
が
明
議
さ
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
無
公
心
R

日
明
の
一
物
ド
法

や
縦
逃
工
法
な
ど
の
特
殊
正
法

を
採
用
し
、
安
全
で
、
迅
速
、

臨
尖
な
施
仁
に
努
め
、
燃
側
促

進
を
凶
っ
て
い
く
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

道
路
の
－ト
に
桜
め
ら
れ
た
下

水
竹
と
家
庭
か
ら
の
配
水
む
を

結
ぶ
た
め
に
宅
地
内
に
迫
ら
れ

る
の
が
「
公
共
マ
ス
』
で
す
。

公
共
マ
ス
は
ド
水
道
工
事
の
と

き
、
阿
川
と
し
て

一
軒
に

一
一州

を
川
で
ぷ
川
し
て
い
き
ま
す
。

マ
ス
は
投
開
後
簡
単
に
移
動
で

き
な
い
の
で
、
前
も
っ
て
説
明
似

の
此
院
を
決
め
て
い
た
だ
く
こ

~ 
運秋
動の 目
全 ｜・jgJll¥J

国 ｜・会以
交
通
安
全

4砂川；！”i

9
川
引
H
か
ら
初
U
ま
で
、

秋
の
令
国
交
通
安
全
運
動
が
実

脳
さ
れ
ま
す
。
交
通
安
全
怠
識

を
高
め
、
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー

を
尖
践
し
ま
し
ょ
う
。

特
に
、
高
齢
行
の
交
通
が
似

肋
止
、
行
首
の
交
通
事
以
防
比
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
山
川
の
倣
成
に

勿
め
ま
し
ょ
う
。

F
U

農
作
業
シ
ー
ズ
ン
中
の

火
災
予
防
に
つ
い
て

乾
似
機
を
能
川
す
る
際
は
次

の
こ
と
に
ご
山
必
を
。

－
仙
川
前
に
は
バ
ー
ナ
ー
の
凶

折
、
ベ
ル
ト
の
点
検
を
。

・
給
油
の
際
、
油
が
あ
ふ
れ
た

場
合
は
す
ぐ
に
後
始
米
を
。

－
問
畑
で
、
も
み
が
ら
等
を
焼

却
す
る
と
き
は
、

風
の
強
い
同

や
常
気
の
乾
燥
し
て
い
る

U
は

避
け
て
く
だ
さ
い
。

とになります。

卜ぷ辺仁引が始まる州に

は、川内聞係行ηへγ．下の
進め方や地正の皆さんへの

お願いなどを説明していく

こととしています。

－ト中小迫が椴備されると処

理（供刷）開始の日や似域が

公示されます。

処m開始する区域では、
下水泊施設の利川が呼能に

なり、側怖や河川などに流

していた家庭の排水は、下

水川口に凶協流していただく

ことになります。そのため

には、くみ取り似所を水洗

便所に改将し、また、浄化

梢から捌水されていた的水

もバ脱松下水・代に流せるよ

う、宅地内に配中小符などの

排水設備の℃事をしていた

だくこととなります。

生活必需昂価格

8月分（得月5i IJ.lHt'.illi!"tl 単位．円

1'111 』 手t
平均側絡

8 I司 1llJ月上ヒ 前年間月比

ガ ソ ン
115 ＋♀ 

干l !UトJ己l( ) 

ilh ・tr ilfl 
l、045 。 +84 

製 （同~~主 18 €) 

{ii, ρ プf ス
3‘440 。(5 m') +7'1 

Fl 
ti 1Yr m 洗 剤

181 。 -15 
(If’1'1：洗剤1J600mel

m ティッシュベーパー 582 。 +21 !!JOO枚人x5~11 人｝

!ill トイレットベーパー 417 。 +8 
｛似剖Rロール4例車Ill

tt ノ令 ，、〆
178 。 +3 !l'fjl.!],;,¥6枚入り｝

加l マ ー ガ ン
284 +42 + 11 

(450g I :1m 

了
しょう i1f1

583 。 +13 ( 1.s eベソトボトル人ワ｝

t! 
サ ラ ダ ill! 

308 。 +5 
tボリ内総700g人り）

H日n 
と う .s、

103 。 φ2 
（むめんln 

手L
249 。 ＋ー， 

( 1 e , ~ッ ク人り ｝

11:1 
480 。+220 

｛ロースIOOgl

'1'. !1¥ l勾
245 +17 +72 

｛ロースJOOg>

}[) Jjlf 
207 ー7 +3 

鮮 ｛しサイズ10例）

:!:>. 、ぜ
191 +4 -18 

<;"i’illillu I kg) 
食 !f ;/']. L、 し よ

(;"lilll品 Ikg) 236 。 -38 

キ t’ ノミ ゼソ
+382 lu1 (;"I通M1 kg) 

674 +53'1 

ン ジ ン
（；＇普通市 1kg) 385 ・8 -7 

‘画面画面ーーー画面面画面画面邑

＠ 

（同時開催 ｜朝日町小中学校美術展）

lllJ' frl.1:、勤務以ぴ通学する
ff でよ·.~校生以ヒの人

IOJ J 191 l(FI)搬入は！OJ128円ω

LじHt!Iti、ll¥111111111込合はふるさと美術館、
数行委l1会、役t易交付、術担｜．センタ一、
アスカにあります。

;ffしいことについてのlllJl、介わせは、制
11 lflf ＂＇；ふるさと美術館（岱82心094）へ。

01ふ~'j資桁

OJ，じ~J WJllH

北陸自動車交通規制のお知らせ
f 9月は障害者雇。｜
用促進月間です （夜間通行11:) ’:vlJllC～%以行浜IC

日時 9JJ9））（刈・ lOJ 1(11<) 20:00～句LJ600 
i人でも多く 、陣内を

十下つ方舟の1効く I坊がi;i,
（交互通行規第①例lllC～ ｜－，凶C
日時 9JJ2411(!Kl～1 OJ l ~~ I 11（幼

られるよう、事業 i：の ※ I.・II ・ ~｝l J lは｜除く

符さんのご11HPi庁、ご協 8:30～ 17:00 

)J Jをお願いします。
問い合わせ先 11 本道路公｜叫~沢管殿向糸魚川符l!H事務所

（~0255・52・658 1 )
巴：u；コ

で室固
ま

Z
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言
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公
ル」
向
叶
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＋
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山
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契
約
や
泣
J

け
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は
、
公

川
制
民
を
ご
利
川
に
な
る
と
小
久

心
で
縦
笑
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す
。

・
公
統
制
度
と
は
、
実
約
や
遺

一パ
の
際
に
、
法
務
大
問
が
任
命

し
た
公
ぷ
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公
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代
け
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あ
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公
正
説
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作
成
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後
U
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ト
ラ
ブ
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防
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・
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収
に
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た
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一
社
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場
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で
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ご
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。
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遺
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契

約
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ど
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叫
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一
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れ
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絡
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さ
い
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場
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1
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7
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談
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公
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契

約
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V
J
b
E』
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ト
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制
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u
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瓜
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の
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う
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本 相11 ス羊俄冬
々 卜ゲ との
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3『 拶 付文 4ドプ
枕 ｜； ｜司 Jレ

ゲ
類ノレ、·~＇·lill J莫

『字
削
文

対
ぷ
」

中
卒
凶
文

『流
れ
る
』
「
お
と
う
と
」

で
知
ら
れ
る
名
文
家
・
事
凶
文

は
汁
識
の
む
n
Fで
も
あ
る
。
忘

れ
州
内
山

K
．い
川
乱

少

沢

村

山
子

・
辻
邦
佑
いな
ど
を
相
ず

に
、
父
・
誕
伴
の
こ
と
、

向
ら

の
文
乍
の
こ
と
、
料
開
の
こ
と
、

樹
の
こ
と
、
治
と
の
川
会
い
の

こ
と
・
な
ど
に
つ
い
て
、
臨
ぎ

れ
よ
く
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
諮
る
。
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ILiivii1191 l111fむl"ITKJItio11 くらしの情報室

fi83・1100朝日町役場

健康インフォメーシヨン
問合せ：保健センター 朝日町食生活改信雄進員（笹川地区）

愛

の

献

血

ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

協
力
行
名
（
ア
パ
・χ
随
分
、

会
印
は
棚

M
、
※
印
は
成
分
、

そ
の
他
は

m
M献
山
行
）

演
地
区
食
前
川

wmr‘
中
小
山
久
げ
ん
に
人

水
山
川
行

宮
崎
地
区
会一以
川川一山川

炎
、
会
中
小
山
正
之
、

A
H
加
山
開
口
問
、

会
行
行
H

火
側
、
ム
M
M作
成
．
、
※
山

本
久
一
一
い
、
凶
作
宇
「
、

笹
川
地
区
小

川
あ
ゆ
み
泊
地
区
合
引
い
版
刷
山
、
合

川
小
湾
火
、

会
似
川
附
災
、
命
令
川

彩
、
会
一千
附
氏
側
、
合
大
付
問
問
、
会

怯
川
知
ド
、
ム
H

山川
k
中ドけ。（山也、

A
M
加制服

先制問、
A
H
税
制
捻
、
会
木
村
引
い
山
紀
子
、

合
大
平
川
下
、

ムM
A
m
…
仲
川
美
鈴
、ム
H
h
N

川
敏
子
、
合
大
平
和
了
、

A
H
大
作
和

品、

A
H
品川
…山
利
下
、
ムH
ム
寸
附
銭
、

A
H

浜
川
州
附
、
会
竹
中
縦
、

A
H
水
野
弘
、

A
H
州
本
和
しし
叫、

A
H
山
川
州
へ
小
川
伸
夫
、

A
H

氷
川
副
明
治
、
ム
M
ド
川
町
敏
之
、
会
向…山山

花、

命
日
川
災
科
代
、

A
H

山剛山
附‘

A
M
大
村
m
to
子、

会
池
似
点
H
入
、
会

野
川
拙開店棒
、
※
川
小
山
子
、
※
山
川
池

光
町
忠
、
※

ω…
泌
礼
子
、
※
下
滞
降
伴
、

※
怯
川
下
必
子
、
帖
仙
官
貞
利
下
、
山久述

川内下、加雌久夫「、的川胤川、行

川紀叫ん「、水ハ川れ柑必、山本敏f、

掛川出料品川、巾本以ボ三、込MU付足円、

川仙川まゆみ、折担什仁災、石川仰

必、い化凶必，十、近江総子、山h川

治下、陥上中米下、ト八門限ι1、朴汁

LLれあ子、ホ帥汁一札、公H円川崎小「、

9月の音種相談
〈相｜談は1！！~料です〉

t日 裁判所出張調停相談
伺） l 0 00-15:00 ?・Ii¥トII：センター

2日 ，心百2ごと宇目E炎
ω 13:00～l 6:00 fi',H1I：センター
9日 心配ごと相談－家庭児童相談
（刈 13:00、l6:00 HH1I:センター

10日 社会保険出張相談
Q同 10:00～15:00 役場会議前

11目 交通事故巡回相談
休） 10:00～I 5: 00 ~.I.\ .'11~ di fi,j hi:センター

16日 心配ごと相談・行政相談
税務相談・人権相談
ω 

13:00～16: 00 11.Hll：センター

，心~2 こ、、とキ目言炎

24日 13:00～l 6:00 ?1.iM：センター
。同 社会保険出張相談

10:00～15:00 役財会品市

30日 心配ご、と相談
（刈 13:00、16:00 1古川｜｜：センター

野
菜
と
仰
よ
く
し
よ
う
！

l)]'J・・・ 0・0・・・ ・ー ー1 l!M It.¥・0・・e • • .. 1J、さじ1/2

レンコン・・・・・・・・ • IOOg サラダill！・ ・0・・・・大さじ2
ニンジン ・60g t・ （繰りからし 小さじi
ゴボウ ・ ・40g品lしょうゆ 大きじi

I除ひき肉 ・・ ・20〔）gi l断： 大さじi

サヤインゲン・・ 150g品1砂撚 小さじl
lli！沙R＇＇i・・.... 少守 IJ;i.こしょう

トマトー · •· .. I£~ (I人分1たり）
エネルギー 280kcal n・栄都I・..・0・0・・・大さじ l
11,4うF 0.9g 
n物繊維 4.6g 

作 ’り方

①レンコンaJ主をむいて縦8つ市1）りにし、 lセンチ
111Mに切る。ゴボウはJ立をこそぎ、 4つ符lりにし、
4くにさらして ｜七ンチ恥iに切る。ニンジンもゴボ
ウと l• il じに切る

②フードフロ七ッサーに①を人れ、かくはんし、目i
みじんにする ｛包Iでみじん切りでち良t、）
G渇をボール修し｝＇，・栄粉、ひきl刻、llniを加えてよく
iMゼ＇.八：守分にして小 'j¥IJj移にする
＠フライパンにill！を烈し、 ＠を入れて4、
こんがりとmく
⑤サヤインゲンはスジをとり、 lMiおでサッとゆでて、
3つに切り. iii ！ でいため、 11.~ ・こし ょう、粉E少鮪
でl味1-.~.司える

＠トマトは8つ切りのくしj杉にする，
⑦llll に~！ f ~パーグを借り 、 サヤインゲンとくしJf~ ト
マトをあしらう からし州：しょうill！をかける。

野菜パーグ

事 業 名 月 El iミ5、 持；
（対象者等） 受付 l時間

機能訓練 9Jj 16円（：｝＜）
I~~俗センター

（脳卒中後遺位者｝ 13:00～13:30 

心の健康相談

（予約附
9JJ 1 HOD 

！、.Ui¥111.米1!1191けもします（tt52-1224) 13:00～14:00 
痴ほうf主主人の相談ち受げます$

子育て教室
9 n 1911倒

（生後l～2か月の亦ちゃん） ｛米側！センター
とお針さん ※ 13:30～l 3:40 

3力、月児健診・脱臼検診 9Jヰ30IJ (:)<) 
（~：世tセンター

( 9 'rf・6月生まれ ※） 13:00～13:30 

4・5か月児健診 9Jl 1611（刈
i示槌センター

(9＇.ド4月生まれ ※） 9:30～l 0:00 

1歳児健診 JOJJ71J（刈
i米蝕センター

(8年8・9J=J生まれ ※） 9:30～10:00 

1歳6か月児健診 9J~25 11（村
1以l札！センター

(8年2・3月生まれ ※） 13:00～13:30 

育児相談 9J1げけ（村
i以血nセンター

（相談希望者 ※） 9:30～l 1 :30 

※J;f f千1阪持参tt83-3309 

⑨健康体録教室及び健康相談 ｛いすれも希望者）は、 9月5白、 12目、 19日、
26日（重＜Bi臼） 午前9時30分力、ら保健センターで、老人箔祉センターでの健康
相談は9月2目、 98、16巴、 30日（火曜日）午後1時30分から、 9月17日
（水際臼）は霊採集湾センターでも行っています。

＠ 

愛犬は正しく飼いましょう
『少年相撲大会』・・~I三院llJ= IOl':r.証書官IHg店砿投車却益JC五E・
1H似川原相撲場でup.

-I写真で男る朝日町のうつ
りかわりjより

少年相撲大会でのマス

平1119{!0ごろに行われた

ゲーム。
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嶋
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保
川
比

一、

会
小
杉
H
M
州
、

A
H
ト
八
ね
卵
，
I
、

人
H
行
川
治
ぷ
、
ム
H
H
M
山
村
川
、
会
ト
八

向日川明
f
、
会
必
引
州
問
、
ム
M
M附
如
f
－

A
H
九
川
卜uk
辺、

A
H
仙
U
H
一
判
川
町
、
会
久

保
川

m
r、
A
H
じ
沢
政
叫
‘

※

μ
m

A
日
開
山
本
川
N
f、
中
山
川
μ
け炎、

μ

印
刷
夫
、
久
山
北
川
す
み
え
、
林
作
辺
、

秋
山
利
子
、
脱
熊
ま
り

大
家
庄
地

区
ム
凶
作
山
泌
人
、
会
川
上
判
、
食
山

本
減
、
A
M
沢
川
伊
川
刷
、
合
小
川
川
辺
、

会
川
水
セ
キ
、
合
作
仁
川
れ
f
、
A
H
州

内
川
初
枝
、
ム
H
山
崎
山
羽
山
災
、
合
野
村
総

了
、
四
川
氏
一
問
、
上
川
純
、
山
本
決

紛
了
、
柳
沢
弘
叫
ん
、
州
れ
川
附
陛
下
、
山

本
大
川
川、
的
水
川
限
A
H

｛以
上
凶
行
｝

5:$)-1制、

国
民
健
康
保
険
税

（第
2
期）

納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で

第2 ・第4土防白t~外来休診（~引す）です。
主主、患は夜間休日を闘わず、24日寺闘いつでも受付けします。 23:83-1160

人
一
州
市
側

一
諸

問

入善i察署
管内

朝日町

休日救急診療当番医務球～午後間
9月 7回目 高桜 医 院 宮 82-0010

9月14日日 橘 医 F完 宮 82-0791

9月15日伺 寺 崎医院 n82-1118 

9月21日目 中 JI I 医院 fi82-0120 

9月23日ω 煩東病 ~:n. n83-2299 

9月28日日 松宮医 院 fi82-0051 

あさひ総合病院

ガソリンスタンド休日当番店
9月 7日目 小川石油 I H83-3033 
9月14日目 浜岡商店 I H82-0578 
9月15日何 全 店 戸邑~、 業

9月21日冊 中央農協 I H83-1135 
9月23日ω 全 店 件国~、 業

9月28日日 朝日石油 I H82-0661 
言書織田／日IJlil日 ＋兄日
所在地／ 熊ll!l市消防怨向側

~i1夜間間／午後ア時～午後 1 1時
空:t54-0731

犬は人間にもっとも身近なペッドであり、私たちの持ら

しに潤いを与えてくれます。飼い主の方は次のことを＇＜＇ J'っ
てください。

O愛情をもって、きちんとしつけましょう。
0放し飼いは絶対にやめましょう。 ＿.，.－－γ「

OJM妊 ・去勢手術に努めましょう 苛..J!』）＂＇崎
（不幸な小犬を増やさないために） にさヲ~l ）”
Oふんの始末は飼い主の責任です。 ’ ‘町
＝飼い犬の登録と各種届出制度ー等について＝

0生後91日以上の犬は、飼い始めてから3011以内に殺録
をしましょう。また、 13：犬病予防注射は、frf.JドlF可｜、必
ず受けましょう。

0鑑札及ぴ注射済誤は、必ず犬の首!J4lijに付けましょう。 ftri]
い犬のステッカー＠は、 ｜“l件ーなど住民の1-11人口のよ4やす
L、場所にはりましょう。

0虫色iJ ~ 、犬が死亡した とき、 飼い犬の所在地や飾ij ~、 ドの氏名、
住所の変更があったときは、 30円以内に役場H:民生活

課生柄牒境係（岱役場内線135）で手続きを行ってくだ
さし、。

新川地区休日夜間急患医療センター



広報係では、あなたの回りの島近な話題を待っています（n83-1100

なつかしい人を前に

一一第16回ふるさと講演会一一

ボ
日
以
仙
川
会
会

μの
総
れ
附
．． 

さ

ん
を
消
川
に
迎
え
て
八
月
十
円
川
、

生
誕
学
判
航
で
ふ
る
さ
と
消
出
会
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

松
れ
さ
ん
は

「ふ
る
さ
と
雑
感
1

私
の
雑
学

5
」
と
題
し
講
演
。
集
ま

っ
た
ふ
る
さ
と
の
人
を
前
に
、

f
供

の
こ
ろ
の
な
つ
か
し
い
ぶ
か
ら
、
人

川
形
成
に
お
け
る
数
行
の
大
切
さ
や

川
本
経
消
の
別
状
ま
で
、
約
，
山
川
川

下
に
わ
た
り
、
わ
か
り
や
す
く
品
さ

れ
ま
し
た
。
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争万可温盤面記－－~~
朝日つ子同士が交流

＠ 

一一三重県朝日町から小学生交流団来町一一

た 1111が
。 、じ ミ
出・jJ 1f( 
111 • :. Vo! 
V，！・I・ 判！
の｜ ｜ ｜｜

州と lllf
I I =. CJ) 
HI f ｜・小
を.(・ 
,W II’1:. 
れの災
ま： ifit
し川 卜ti

手づかみ｛之六叡声
一一 ふ るさ と川魚 つかみ ど り大会一一

利l タ~！ ；浦If
1守栄子

iJJ 
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一て
量
以
の
制

H
町
は
、
四
年
間
か

ら
川
名
の
市
町
村
と
の
交
流
引
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
一

行
は
叶
本
の
水

位
打
川
助
役
ら
を
A

，u
む
小
学
問
年
生
か

ら
六
年
作
じま
で
の
．
h
l六
人
。

J

・1
け
は
「
な
な
い
ろ
K
A
N
」

で
の
陶
ぷ
づ
く
り
や
目
的
桝
山
で
ヒ

ス
イ
掠
し
を
体
験
今
：
一l
一
川
は
棚

山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド
で
、

川
内
U

小
学
校
の
児
品
五
十
人
と
交
流
会
が

あ
り
、
ゲ
ー
ム
を
辿
し
て
反

M
の
輸

を
深
め
ま
し
た
。
こ
の
後
、
明
川
つ

rた
ち
は
．
紺
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を

楽
し
み
£
し
た
n

今
年
で
九
問
自
を
迎
え
た

「
ふ
る

さ
と
川
魚
つ
か
み
ど
り
大
品
ど
が
八

月
九
円
、
桜
町
の
小
川
楠
詰
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
つ
か
み
ど
り
大
会
は
、
朝

H

町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
明
円
町
内

水
而
漁
協
の
皆
さ
ん
が
開
催
し
て
い

る
も
の
で
、

A
r

や
口
弘
休
み
の
一
判
例
行

引
と
し
て
多
く
の
人
が
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
今
年
も
川
内
の
組

r辿

れ
や
州
世
H
Wな
ど
L

人
初
の
人
が
つ
め

か
け
ま
し
た
。

こ
の
円
は
イ
ワ
ナ
や
ヤ
マ
メ
、
ニ

ジ
マ
ス
、
ウ
ナ
ギ
な
ど
六
千
一
．U
川

が
般
旅
。
子
供
た
ち
は

「ヤ

ッ
夕
、

つ
か
ま
え
た
」
な
ど
と
、

水
し
ぶ
き

と
歓
声
を
あ
げ
な
が
ら
魚
の
予
づ
か

み
を
満
喫
。
楽
し
い
門
誌
の

一
円
を
過

ご
し
ま
し
た
。

回I

水野Hi紀（交） 仏紙川5fl I 
文 t.n.. P強：
嫌：守
711; 111 

f.(l i I! iii 
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3人bl誕’h
おめでとうございます
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般

千五

ぷ!l.：郎

JI則子

村！出

こ
れ
か
ら
も
お

元
気
で

｜
山
崎
新
の
石
田
や
い
さ
ん
が
白
寿
！

山
崎
新
の
．h
川
や
い
さ
ん
の
山
必

（九
卜
九
此
）
を
祝
っ
て
じ
川
．． 

ト・・

川
、
魚
沖
町
長
ら
が
．
h
聞
き
ん
ψ

じ
を

訪
れ
、
祝
い
状
と
羽
左
術
開
を
贈
り

ま
し
た
。

行
川
さ
ん
は
明
治
モ
十
一
年
生
ま

れ
。
九ハ
男
阿
女
に
出
掛
ま
れ
、
現
任
は

＝
．
児
七
六
い
州
と
係
の
門
人
で
伴
、
り
し
て

い
ま
す
。
川
長
の
「
お
体
に
%
を
つ

け
、
ま
す
ま
す
お
バ
%
で
」
と
い
う

J
出
に
「
あ
り
が
と
う
」
を
繰
り
返

し
て
お
ら
れ
ま
し
た

大
自
然
の
申
で
キ
ャ
ン
プ

｜
あ
さ
ひ
わ
ん
ぱ
く
探
横
隊
｜

川
内
の
行
、

ι
ハ
作
小
ぃ
－一
卜
ニ．
人
が
、

北
V

入
の
大
日
然
の
中
で

「あ
さ
ひ
わ

ん
ぱ
く
探
検
隊
』
と
幽
し
た
キ
ャ
ン

プ
を
行
い
ま
し
た
。

本
米
な
ら
じ
川
－
．卜
，h
け
か
ら

a

卜
a

ー
ま
で
の
日
ね
で
し
た
が
、

台
風
の
出
川
町
内で、

．
山
e

－N
の
キ
ャ

ン
プ
に
州
制
。

f
供
た
ち
に
は
や
や

物
足
り
な
い
山
内
科
と
な
り
ま
し
た
が
、

引
分
た
ち
で
炊
が
を
し
た
り
、
キ
ャ

ン
プ
フ
ア
イ
ヤ
ー
や
イ
ワ
ナ
の
つ
か

み
収
り
を
梁
し
ん
だ
り
し
ま
し
た
。

-, 

健
康
な
町
づ
く
り
を
目
指
し
て

｜
｜
健
康
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
設
立
総
会
｜
｜

健
版
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡

協
議
会
設
立
総
会
が
七
月
一
一a
ト

一
円、

役
場
四
階
大
ホ

l
ル
で
聞
か
れ
、
約

七
十
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

健康づくqボ号ふ手ィア連絡協議会
主主主総会

こ
の
述
絡
協
議
会
は
、

他
版
づ
く
り
を
行
う
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
川
体
が
集
ま
り
、

仙
悩
火
仰
や
辿
肌
を
凶
る

た
め
に
投
huさ
れ
た
も
の

で
す
。
総
会
で
は
、
位
以
逃
山

を
は
じ
め
、
川
出
版
必
附
の

交
珍
奨
励
、
川
子
仰
会
の
閉

山川な
ど
を
決
議
。
引
き
続

き、

巾
内
部
愛
児
保
育
聞
の

お
バ
ド
忠
澄
剛
民
に
よ
る

｛心
川
は
か
な
問
づ
く
り
、
人

づ
く
り
」
と
題
し
た
講
演

会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

蛸

崎

崎

崎

町

町

H

H
町

町

．卜
山
兇
ハ
介
入

附

池

野

託

児

．

卜

l

l
uA

E

T
．－－

tFah

九

一

：－

L

M

J

t

一円

・川
町
－
V
H
点

本

川

川

本

公

小

川

小

師

羽

辻

小

釧

山
嵐
広

説？ご めいふ くを

利泉ヤイ（87)

水品チドリ（84)

水品きく（93)

米谷うめの（70)

岩谷トシエ（79)

九恒チエ（81)

辻 よしえ（85)

茂本点寿子（72)

金山光チ（90)

良 JI：久雄（84)
n L l 輿縦（81)
折 谷相児（60)

細田チカ（91)

門的ヤイコ（83)

稲葉ふさゑ（7I) 

谷 I I はる子（83)

谷 ふみ（84)

2記述正彦・（36)

LlJ 本氏l 次（90)

下立訪日作（68)
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9豊行｜朝日町役i場。富山県下新川郡輔自町

番手む

＠
ー
あ
さ
ひ

の
美
術

lH
ほ
れれ
M
M
n

・1997.9.1 

＠ 
長崎助之累展
一蛭作紙に魅せられて－9fl7 nまで

fあさひの美術J
9JJ 13H～10月19日

常設展

芸術の都パリその憂愁とロマン
10刀24n～11月4円

特別展

パ
ラ
色
の
一
円
に
ほ
ほ
笑
み
を
浮
か

べ
、
そ
の
的
ん
だ
附
で
技
々
を
は
つ

め
る
少
女
の
ぷ
引
は
、
制
か
を
訴
え

る
で
も
な
く
求
め
る
で
も
な
く
無
垢

で
慈
愛
に
満
ち
て
い
る
。
采
ら
か
な

み
毛
、
ほ
ん
の
り
色
づ
く
煩
、
し
ま

の
ブ
ラ
ウ
ス
、
此
金
色
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

で
州
か
れ
、
明
る
く
抑
く
色
彩
が
除

以
つ
。
ル
ノ
ワ
ー
ル
は
、
し
ば
し
ば

f
供
の
門
倣
州
の
刊
文
を
受
け
た
が

そ
の
自
然
な
火
山
川
を
揃
く
た
め
、
時

に
が
ん
只
を
ツ
え
て
楽
し
ま
せ
、
ポ
ー

ズ
を
収
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、
さ
り

げ
な
い
ポ
l
ズ
を
素
早
く
川
面
に
揃

き
と
っ
た
と
い
う
。

＠ 
「少交の像」
( 46.0×39.作 、
j曲家3キャンパス 客員装／

A
1
 
1
 

オーギュスト .）レノワール

(18'1 I～1919年）

ル
ノ
ワ
ー
ル
は
、

モ
l
ジ
ュ
に
小
いま
れ
川
此
の
と
き
家

政
と
と
も
に
パ
リ
に
修
り
、

始
め
陶

慌
の
絵
付
仁
と
し
て
働
い
た
が
、
や

が
て
本
栴
的
な
州
家
の
迫
を
ぶ
し
パ

リ
の
川
hu夫
術
学
校
に
入
学
、
グ
レ
ー

ル
の
ア
ト
リ
エ
に
人
る
。
モ
ネ
と
と

も
に
印
象
派
の
技
法
を
採
川
し
、
万

併
な
色
彩
と
円
以
ん
し
た
地
形
に
よ
っ

て
問
渦
で
力
怖
い
加
怖
い
州
仰
を
附
い
た
。

彼
は
、
則
論
に
よ
っ
て
と
術
を
川
誕

し
て
い
く
同
家
で
は
な
か
っ
た
が
、

絶
え
ず
山
代
芸
術
に
心
を
は
せ
な
が

ら
、
自
然
な
間
体
、
町
制
的
な
人
間

の
姿
の
い
い
氏
現
を
追
い
求
め
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
リ

第
十
四
回
全
国
ビ
l
チ
ボ
l
ル
競
技
大
会

十
四
都
道
府
県
七
十
三
市
区
町
村
か
ら
約
二
千
名
が
参
加

九
月
十
二
、
十
円
け
の
両

H
、

朝

国

ピ

i
チ
ポ
l
ル
競
技
全
閏
大
会
が

け
町
文
化
体
台
セ
ン
タ
ー
「
サ
ン
リ
開
催
さ
れ
ま
す
。

ー
ナ
」
を
主
会
場
に
、
第
十
円
州
全
今
大
会
に
は
、
十
阿
部
府
県
七
十

一一
市
区
川
村
か
ら．一．

U

百
十
八
チ
l
ム
、
約
・

一

千
名
の
選
手
が
参
加
す

る
子・一応
で
す
。

山ん
弘
行
川
部
川
に
分

か
れ
て
の
、
ハ
イ
レ
ベ

ル
な
熱
戦
を
ぜ
ひ
、
ご

制
収
く
だ
さ
い
υ

H9.8. l現在（ }l;t前月比

.. 

‘・－＠
広

（

報
室
札
叶
・司
、
A
乱、

V
A
J
川
け
の
取
材
の
た
め

「な
な
い

ろ
K
A
N
」
を
訪
れ
ま
し
た
特
に
、

レ
ス
ト
ラ
ン
か
ら
の
眺
め
は
伯
尚

で
、
明
け
・
山
馬
の
山
々
の
雄
大
さ

に
改
め
て
町
の
臼
然
の
ぷ
附
ら
し
さ

を
感
じ
ま
す
。
述
U
多
く
の
人
で
に

ぎ
わ

っ
て
い
ま
す
が
、

「ま
だ
行
っ

て
い
な
い
』
と
い
う
方
は
、
ぜ
ひ
、

訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
V
ζ
の

「な

な
い
ろ
K
A
N
」
の
管
理

・
連
常
に

「
あ
さ
ひ
ふ
る
さ
と
創
造
社
」

あ
た
る

世得数5,158 (-4) 

先
J I 

計17,016（一29)

の
社
長
は
明
野
川
さ
ん
で
す
。

け
で
も
ご
印
刷
介
し
ま
し
た
が
、
と
て

も
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ

ュ
な
店
。
訴
し
を

す
る
た
び
に
、
ム日
分
に
店
試
を
リ
え

て
く
れ
る
よ
う
な
試
が
し
ま
す
。
社

民
さ
ん
と
の
河
川
の
山中で
、
「訪
れ
た

一
人
ひ
と
り
が
、
山
仏
報
マ
ン
（
ウ
ー

マ
ン
）
と
な
っ
て

『な
な
い
ろ
K
A

N
』
を
P
R
し
て
く
だ
さ
い
」
と

い

叶

う
一一パ
拡
が
印
象
に
伐
り
ま
し
た
V
私

（

円。

も
町
の
広
鰍
マ
ン
。
A
J

川
け
で

は

∞

「な
な
い
ろ
K
A
N
」
を
相
介
し
ま
向
か

し
た
。
押
さ
ん
も

「な
な
い
ろ
K
A

印

N
」
を
訪
れ
、
そ
の
良
さ
を
体
験
し
、

似

い
ろ
ん
な
人
に

P
Rし
て
み
て
は
い

明

か
が
で
し
ょ
う
か
。

＠

女9,010（一16)


